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［こちら市長執務室］
市長からのメッセージ

　

去
る
１
月
８
日
、
丹
波
県
民
局
で
卵

化
石
発
見
の
記
者
会
見
が
行
わ
れ
、
獣

脚
類
恐
竜
も
し
く
は
鳥
類
と
考
え
ら
れ

る
非
常
に
小
型
の
卵
化
石
・
卵
殻
化
石

が
密
集
し
た
状
態
で
複
数
発
見
さ
れ
た

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
見
は
、

国
内
で
は
ほ
か
に
例
が
な
く
、
世
界
で

も
７
例
目
の
極
め
て
ま
れ
な
も
の
で
、

連
日
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
大
き
く
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
卵
化
石
が

恐
竜
の
卵
と
断
定
さ
れ
た
場
合
、
世
界

最
小
ク
ラ
ス
の
称
号
も
得
ら
れ
る
、
と

て
つ
も
な
い
大
発
見
で
す
。

　

今
回
、
卵
化
石
が
発
見
さ
れ
た
場
所

‐
卵
化
石
発
見
で
丹
波
市
を
Ｐ
Ｒ
‐

←

[

テ
ー
マ]

 15　　　2016.2 たんば

気仙沼市副市長が訪問され
ました

　１月 18 日、 東日本大震災で、市
が支援活動を行った気仙沼市の副
市長を迎え、現在の復興状況を説
明を受けました。
　被災地としての立場での意見交
換も行い、今後も互いに協力し合
うことを誓いました。

は
、
丹
波
竜
（
タ
ン
バ
テ
ィ
タ
ニ
ス
・

ア
ミ
キ
テ
ィ
ア
エ
）
の
発
掘
地
（
山
南

町
上
滝
の
川
床
）
か
ら
上
流
へ
わ
ず
か

５
ｍ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
す
。
埋
ま
っ
て

い
た
地
層
は
白
亜
紀
前
期
の
篠
山
層
群

(

１
億
１
千
万
年
前
の
地
層)

で
、
こ
れ

も
丹
波
竜
と
同
じ
で
す
。

　

以
前
に
カ
ナ
ダ
か
ら
来
日
さ
れ
た
古

生
物
学
者
の
カ
リ
ー
教
授
と
北
海
道
大

学
の
小
林
准
教
授
は
、
丹
波
竜
の
化
石

発
見
地
を
含
め
そ
の
周
辺
に
つ
い
て「
丹

波
は
化
石
の
宝
庫
で
、
ま
だ
ま
だ
発
見

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
断
言
さ
れ

話
題
を
呼
び
ま
し
た
が
、
そ
の
予
想
を

裏
付
け
る
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

　

卵
化
石
が
発
見
さ
れ
た
試
掘
調
査

は
、
上
久
下
地
域
自
治
協
議
会
の
有
志

約
10
名
が
中
心
と
な
り
、
人
と
自
然
の

博
物
館
の
協
力
の
も
と
行
わ
れ
ま
し

た
。
上
久
下
地
域
自
治
協
議
会
で
は
、

「
た
く
さ
ん
の
人
の
関
心
を
集
め
る
に

は
、
や
は
り
新
た
な
発
掘
・
発
見
が
必

要
」
と
、
平
成
26
年
8
月
か
ら
試
掘
調

査
を
開
始
し
、
３
回
目
の
試
掘
調
査
で
、

悲
願
の
新
発
見
に
至
り
ま
し
た
。
卵
の

化
石
が
見
つ
か
っ
た
時
に
は
み
ん
な
で

「
や
っ
た
！
」
と
歓
声
を
上
げ
て
喜
ば

れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
の
世
界
的
発
見
は
地
元
自
治
協
議

会
を
は
じ
め
人
と
自
然
の
博
物
館
な
ど

多
く
の
熱
意
に
よ
っ
て
実
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
こ
の
卵
化
石
が
詳
し
く

調
査
さ
れ
、
恐
竜
の
生
態
や
繁
殖
状
況

が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
１
億
１
千
万
年
前
の
時
代
か

ら
、
丹
波
市
の
自
然
は
生
物
が
生
れ
育

つ
の
に
適
し
た
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境

で
あ
り
、
空
気
・
水
・
食
物
の
豊
富
な

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
も
立
証
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
も
恐
竜
市
長
と
し
て
大
い
に
Ｐ
Ｒ

し
、
胸
に
付
け
て
い
る
恐
竜
バ
ッ
チ

が
一
層
輝
く
よ
う
努
め
て
参
り
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

時
あ
た
か
も
地
方
創
生
が
叫
ば
れ

る
今
、
発
見
さ
れ
た
卵
化
石
が
「
丹

波
竜
」、「
ち
ー
た
ん
」
と
と
も
に
丹

波
市
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
地
域
財
産

と
し
て
、
若
者
に
魅
力
の
あ
る
地
域

づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
く
れ
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
“
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
ま

ち
、
丹
波
市
”
は
、
す
で
に
恐
竜
た

ち
が
実
証
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

母子保健事業の推進に功績News■

問 健康課（氷上保健センター内）☎ 82‐4567

　市愛育会、県愛育連合会長である臼井里佳さ
んが、『平成 27 年度健やか親子 21 全国大会』
　( 神奈川県 ) で、母子保健事業の推進に功績
があったとして、厚生労働大臣表彰を受賞しま
した。
　臼井さんは、1986 年から愛育班員として赤
ちゃんから高齢者まで幅広い年代への声かけ活
動などを行い、健康ですみよいまちづくりに貢
献。その長きにわたる活動が評価されました。
　現在も市愛育会会長として市の健康づくりに
打ちこまれる臼井さんは「表彰は班員の皆さん
のがんばりのおかげです。これからも地道に活
動を続けながら、地域のつながりを強め、健康
意識を高めていきたい。また、快く愛育班活動
に送り出してくれた家族にも感謝したい」と話
しました。

平成 27 年健やか親子 21 全国大会

厚生労働大臣表彰を受賞

①

③News■②

　兵庫県が主催する「第 63 回兵庫県広報コンク
ール」で「広報たんば平成 27 年９月号 (131 号 )」
が企画賞を受賞しました。
　豪雨災害から１年を振りかえる特集について

「年表・写真・図を使って親しみやすい紙面とな
っている」と評価を受けました。
　今回の受賞は、取材に協力いただいた方々と、
日ごろから広報たんばの発行にご理解いただい
ております市民のみなさんのおかげです。今後
もより多くのみなさんに読んでいただける広報
紙の制作に努めます。

「広報たんば」が「企画賞」を受賞
第63回兵庫県広報コンクール

受賞作品 / 広報たんば「９月号」
災害から１年を振り返り、復興へのあゆみを特集。

市役所で辻市長に受賞報告

※愛育班とは、だれもが健康で住みよい「まち
づくり」をめざして活動する組織です。声かけ
運動や家庭への訪問を中心に活動しています。

③News■③ より多くの命を救うために

　2 月１日から、救急救命士の処置項目２件の追
加運用が開始され、心肺停止前の患者に新たな医
療行為ができるようになりました。
　追加されたのは、心肺停止前の重度傷病者に対
する静脈路確保や、血糖値測定と低血糖患者に対
するブドウ糖溶液などの点滴。これまでは、傷病
者が心肺停止状態の場合のみ、薬剤による処置が
できると定められていました。
　今後、心肺停止前の適切な処置により、傷病人
の症状の緩和や救命率上昇が期待されます。

Ⓒ小田隆

追加された処置項目の実演のようす

救急救命士の処置項目拡大
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